
６月定例会
　役場庁舎大規模改修事業費などを予算化
議員６名が一般質問
　①鈴木議員　自治会活動への支援について ほか
　②森賀議員　在宅介護支援について
　③川村議員　デジタル化の推進について
　④上地議員　今後のごみ処理の取り組みについて ほか
　⑤三條議員　農業振興策について ほか
　⑥後藤議員　行政サービス「書かない窓口」について
議員研修会に参加しました
所管事務調査を行ないました
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　めまんべつ納涼盆踊
りが３年ぶりに開催さ
れ、太鼓や笛の音が鳴
る中、色とりどりな浴
衣に身を包んだ大勢の
子どもたちがやぐらを
囲み、踊りを楽しんで
いました。

OZORA
GIKAI DAYORI



一般会計9億4,874万円追加補正 総額86億8,508万円に
６月定例会６月定例会

令和4年令和4年

６月28日～29日６月28日～29日

　大空町議会６月定例会は、令和４年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、工事請負契約の締結、
議会側議案などを審議しました。
　大空町議会６月定例会は、令和４年度一般会計などの補正予 算議案、条例改正議案、工事請負契約の締結、
議会側議案などを審議しました。

松
川
町
政
１
期
目
が
ス
タ
ー
ト

町
長
の
政
策
に
関
係
す
る
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

令和４年度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
事
業三

條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
お
お
ぞ
ら
歌
謡
シ
ョ

ー
の
概
要
を
伺
う
。

総
務

課
長
産
業

課
長

　
　
　
町
内
の
消
費
拡
大
と

町
民
へ
の
娯
楽
提
供

に
よ
り
、
商
工
業
の
活
性
化

を
目
指
す
も
の
で
、
商
工
会

加
盟
店
に
お
い
て
、
令
和
４

年
８
月
か
ら
10
月
の
期
間
中

の
買
い
物
額
が
３
万
円
以
上

の
方
を
歌
謡
シ
ョ
ー
に
招
待

す
る
も
の
で
す
。

物
品
の
購
入

　
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行

う
た
め
の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク

（
10
ト
ン
）
１
台
、
計
量
法

で
８
年
ご
と
の
更
新
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
器
（
計
５
９
８
台
）
を

購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　
大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点

施
設
建
設
工
事
、
広
域
穀
類

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
建
設
工

事
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
、
北
海
道
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
、
北
海
道
町

村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
の
構
成
団
体
新
規
加

入
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

ら
１
．
３
ｋ
ｍ
、
千
草
藻
琴

川
は
網
走
市
と
の
境
界
か
ら

２
０
０
ｍ
の
川
底
を
掘
削
し

て
流
下
能
力
を
高
め
、
沿
線

の
畑
へ
の
湛
水
被
害
防
止
に

努
め
ま
す
。

観
光
協
会
補
助
金三

條
議
員
　  

Ｑ
　
　
　
１
８
８
万
円
追
加
補

正
す
る
理
由
を
伺
う
。

産
業

課
長

　
　
　
観
光
夏
ま
つ
り
が
今

年
度
も
中
止
と
な
る

こ
と
か
ら
、
代
替
え
事
業
と

し
て
、
町
民
応
援
花
火
大
会

と
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

た
め
の
補
助
金
と
し
て
計
上

し
て
い
ま
す
。

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
片
方
で
は
コ
ロ
ナ
対

策
で
夏
ま
つ
り
を
中

止
と
し
、
片
方
で
は
歌
謡
シ

ョ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
一

貫
性
が
な
い
と
い
う
話
を
町

民
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　
事
業
に
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
町
民
が
納
得
す

る
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業

課
長

　
　
　
観
光
夏
ま
つ
り
は
、

不
特
定
多
数
の
方
が

キ
ャ
ン
プ
場
及
び
前
浜
に
集

中
し
て
見
物
す
る
状
況
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
が
難

し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
は
、

感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
管
理
費

三
條
議
員
　

Ｑ
　
　
　
女
満
別
図
書
館
大
規

模
改
修
工
事
の
概
要

を
伺
う
。

　
ま
た
、
緑
ダ
ム
関
連
の
基

幹
水
利
施
設
等
の
長
寿
命
化

な
ど
、
各
種
補
助
事
業
の
実

施
に
備
え
、
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
な
ど
、
２
つ
の
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
４
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

河
川
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）

事
業

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
浚
渫
工
事
の
箇
所
等

を
伺
う
。

産
業
課

参
事

　
　
　
女
満
別
川
は
国
道
３

３
４
号
と
の
交
点
か

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた
施策の充実・強化を求める要望意見書（要旨）

　北海道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・減災対策をさらに進め、森林・林
業・木材産業によるグリーン成長が実現できるよう、施策の充実・強化を図ることを求める。

１. 森林の多面的機能を持続的に発揮し、ゼロカーボン北海道の実現に貢献するため、適切な間伐と伐採後の着実
な植林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の推進に必要な治山事業予算を十分に確保すること。
２．森林資源の循環利用を一層推進するため、ＩＣＴ等の活用によるスマート林業の推進、木材生産・流通体制の
強化、建築物の木造・木質化、木質バイオマスのエネルギー利用の促進などによる道産木材の需要拡大、森林づ
くりを担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化すること。

食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と
国民への理解醸成を図る要望意見書（要旨）

　原油価格上昇やロシアによるウクライナ侵攻の長期化により、生産資材や穀物相場の高騰が続いていること、また、
食料とエネルギーを輸入に依存しているため食料品等の値上げが相次ぎ、国民生活への影響が懸念され、新たな施策
と予算の確保が不可欠であることから、食料の安定供給と農業の持続的発展のため、我が国の食料安全保障の強化と
国民への理解醸成を図ることを求める。
１．世界情勢の不安定化が今後も続くことが懸念されることから、政府が４月に示した原油価格・物価高騰等総合
緊急対策の速やかな実施とともに、現場の経営悪化の状況も踏まえ、継続的な対策として拡充・強化すること。
２．食料安全保障の強化に向けて、自国の食料は自国で生産・消費するという考えを広く国民に理解醸成を図ると
ともに、食料の安定供給の確保は国の基本的な責務として、将来を見据えた大胆な施策と新たな予算の確保を図
ること。

★上記の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

採
択

浚渫を行った女満別川
（令和３年実施箇所）

観光夏まつりの様子（平成 30年）改修を行なう女満別図書館

教
育
長
生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
屋
根
の
防
水
、
外

壁
塗
装
、
内
部
改

修
、
非
常
用
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
下
記
２
件
の
要
望
意
見
書

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告

　
大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点

施
設
整
備
事
業
な
ど
13
事
業

が
年
度
内
に
完
了
し
な
い
た

め
、
30
億
２
，
７
１
４
万
４
，

０
０
０
円
を
令
和
４
年
度
へ

繰
り
越
し
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

法
人
の
経
営
状
況
報
告

　
め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公

社
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
管
理

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
現

金
の
出
納
状
況
お
よ
び
基
金

の
状
況
に
つ
い
て
、
検
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一般会計補正予算（歳出）の主な内訳
役場庁舎大規模改修工事 1億3,938万円
住吉公民館建設工事 8,000万円
広域穀類乾燥調製貯蔵施設外構工事 7,630万円
畑地かんがい施設移設工事 5,700万円
河川浚渫工事 7,000万円
住宅リフォーム事業補助金 600万円
大空町プレミアム商品券事業補助金 796万円
おおぞら歌謡ショー補助金 300万円
オホーツク大空町観光協会補助金 188万円
観光夏まつり補助金（中止により減額） -359万円
開陽中央線測量設計委託料 2,200万円
大空消防署施設費負担金 1億8,819万円
エアコン取付工事実施設計委託料(小中学校) 924万円
スクールバス購入費 2,517万円
女満別図書館大規模改修工事 6,662万円
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我が町政を問う

問
　
　
　
町
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
自
治
会
活
動
の
振
興
は

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
各
自

治
会
の
自
主
性
を
尊
重
し
、

自
治
会
活
動
支
援
交
付
金
等

の
有
効
活
用
を
奨
励
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
自
治
会
の
町
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
自
治

会
運
営
に
対
し
て
支
援
す
る

運
営
交
付
金
と
自
治
会
活
動

に
対
す
る
活
動
支
援
交
付
金

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

交
付
金
で
自
治
会
活
動
の
活

発
化
に
結
び
つ
く
支
援
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

住
民

課
長

　
　
　
町
内
の
自
治
会
数
は
、

女
満
別
地
区
32
自
治

会
、
東
藻
琴
地
区
16
自
治
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
の
運
営
交
付
金
は
、
全

自
治
会
に
１
，
０
１
９
万
１
，

８
０
０
円
交
付
。
活
動
支
援

交
付
金
は
、
２
自
治
会
が
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
申
請
し

な
か
っ
た
た
め
、
46
自
治
会

に
１
８
２
万
円
を
交
付
し
ま

し
た
。

問
　
　
　
各
自
治
会
で
ど
の
よ

う
な
活
動
に
支
援
交

付
金
を
活
用
し
て
い
る
の
か

情
報
交
流
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
災
害
対
策
に
お
い

て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
相
互
扶
助
が
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
た
め
、
自
治
会
活
動
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
自
治
会
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
根
幹

で
あ
り
、
災
害
等
で
は
中
心

と
な
り
活
動
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
自
治
会
活
動
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
連
合
会
と

協
議
し
、
特
徴
的
な
活
動
実

施
状
況
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
う
え
で
、
地
域

担
当
職
員
制
度
は
意
義
あ
る

制
度
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
２
年
間
は
、
制
度
に
関

す
る
各
職
員
へ
の
趣
旨
伝
達

と
協
力
体
制
、
職
員
か
ら
提

案
や
意
向
を
反
映
し
た
活
動

充
実
が
図
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
制
度
開
始
後
10
年
以

上
経
過
し
た
こ
と
か

ら
見
直
し
を
図
る
た
め
、
自

治
会
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
実
施
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
今
年
度
か
ら
少
し
ず
つ

各
自
治
会
活
動
が
行
わ
れ
る

状
況
に
あ
る
の
で
、
職
員
を

積
極
的
に
参
加
さ
せ
交
流
を

図
り
、
自
治
会
活
動
の
活
発

化
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
　
　
　
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
や
さ
し
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
の
募
集

が
あ
る
。
若
手
職
員
の
得
意

分
野
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
関
す
る
知
見
を
地
域
担
当

自
治
会
活
動
の
振
興
で
対
話
と
交

流
を
大
切
に
し
た
地
域
づ
く
り
を

町
長
▼
対
話
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
実
現
へ
向
け
支
援

問
　
　
　
廃
屋
等
の
解
体
、
撤

去
費
用
が
膨
ら
ん
で

い
る
状
況
下
に
あ
る
が
、
補

助
金
の
額
を
含
め
、
事
業
内

容
の
検
討
、
見
直
し
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
事
業
申
請
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
補
助
事

業
の
継
続
可
否
を
含
め
、
見

直
し
が
必
要
な
時
期
に
来
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
空
き
家
等
対

策
計
画
は
、
所
有
者

の
管
理
責
任
を
明
確
に
し
、

廃
屋
等
の
適
正
管
理
に
関
し
、

町
か
ら
助
言
指
導
、
勧
告
、

改
善
命
令
、
罰
金
等
が
あ
る
。

厳
し
い
行
政
指
導
の
前
に
住

民
周
知
を
丁
寧
か
つ
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
空
き
家
等
撤
去
に
係
る
検

討
会
議
の
開
催
、
協
議
会
の

設
置
等
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
所
有
者

に
口
頭
、
文
書
で
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度

内
容
を
十
分
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
空
き
家
等
撤
去
に
係
る
検

討
会
議
は
一
度
も
開
催
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
会
議
を

開
き
、
情
報
把
握
、
課
題
を

整
理
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

危
険
家
屋
が
あ
る
場
合
、
所

有
者
へ
適
正
管
理
を
お
願
い

し
、
対
応
に
結
び
つ
か
な
い

場
合
は
、
専
門
家
を
交
え
た

協
議
会
の
設
立
を
考
え
ま
す
。

問
　
　
　
課
題
解
決
に
あ
た
り
、

現
状
把
握
調
査
、
所

有
者
等
へ
の
対
応
、
新
た
な

施
策
の
検
討
や
制
度
設
計
等
、

担
当
者
の
事
務
負
担
も
多
く

な
る
。
適
切
な
人
事
配
置
が
、

適
時
的
確
な
事
業
推
進
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
空
き
家
対
策
の
み
な

ら
ず
、
す
べ
て
の
業

務
に
お
い
て
適
切
な
人
事
配

置
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

自治会活動への支援について

鈴木 秀之 議員

町からの情報を町民の
方々へ分かりやすく伝
え、協働のまちづくりを
進めたいとの視点から質
問しました。

廃屋等解体撤去推進事業について
町民及び所有者等への周知は丁寧にかつ徹底して
町長▶大空町空き家等対策計画内容周知に努力

一 般 質 問

職
員
の
活
動
に
取
り
入
れ
、

地
域
に
出
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
ど
こ
の
自
治
会
地
域

担
当
も
な
る
べ
く
若

手
職
員
を
配
置
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
機
械
操
作
説
明
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座
も
あ
り
ま
す
。
地
域
担

当
を
含
め
様
々
な
も
の
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
自
治
会

か
ら
の
要
請
に
で
き
る
限
り

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
地
域
担
当
業
務
は
、

休
日
や
夜
間
な
ど
職

員
の
勤
務
時
間
外
の
活
動
が

多
く
な
る
。
職
員
の
代
休
の

取
得
、
手
当
の
対
応
や
心
身

の
健
康
管
理
等
に
十
分
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
地
域
住
民
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
維

持
の
た
め
に
も
、
職
員
が
健

康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
担

当
業
務
以
外
で
も
健
康
管
理

に
は
十
分
注
意
を
払
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

コロナ感染予防品配布活動（北二自治会）

問
　
　
　
芝
桜
公
園
は
、
昭
和

52
年
か
ら
地
域
の
方

々
の
協
力
で
植
栽
が
始
ま
っ

た
経
緯
が
あ
り
、
貴
重
な
観

光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
は
、
満
開
宣
言
を
す

る
こ
と
な
く
花
の
季
節
を
終

え
た
が
、
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
満
開
宣
言
が
で
き
な

か
っ
た
原
因
と
し
て

は
、
２
年
前
か
ら
の
コ
ガ
ネ

ム
シ
大
発
生
に
よ
る
食
害
と

昨
年
の
干
ば
つ
、
そ
し
て
多

く
の
芝
桜
の
株
が
古
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
コ
ガ
ネ
ム
シ
対
策
と
し
て
、

報
告
を
受
け
た
後
、
直
ち
に

駆
除
剤
等
購
入
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
芝
桜
ま
つ

り
終
了
後
か
ら
雑
草
除
去
作

業
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
相
談

し
な
が
ら
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
花
の
手
入
れ
の
基
本

は
、
現
場
の
方
々
の

知
恵
と
工
夫
、
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
確
か
な
知
見
だ
と

思
う
。
現
場
の
方
々
の
知
識

や
経
験
を
最
大
限
に
生
か
し
、

花
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
対

応
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

町
長

　
　
　
花
の
現
況
を
心
配
す

る
町
民
の
方
か
ら
の

声
や
、
芝
桜
の
活
性
化
に
協

力
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
芝

桜
公
園
の
補
植
や
植
替
え
は
、

ほ
と
ん
ど
が
急
傾
斜
地
で
あ

る
こ
と
や
技
術
的
な
こ
と
も

あ
り
、
芝
桜
の
苗
畑
の
雑
草

取
り
や
植
替
え
等
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
芝
桜
の
活
性
化
は
急
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
１

年
で
も
早
く
満
開
に
咲
誇
る

芝
桜
に
戻
る
よ
う
に
、
公
社

や
関
係
機
関
と
協
力
し
、
町

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

東藻琴芝桜公園「花の手入れ」について
手づくりの花園を未来につなげるには
町長▶将来にわたり芝桜公園を守り育てることに努力

貴重な観光資源となっている芝桜公園
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我が町政を問う

問
　
　
　
家
族
の
体
調
不
良
等

の
突
発
的
な
理
由
で

町
内
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
希
望
す
る
際
、
事
業

者
側
の
都
合
で
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
な
か
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
体
制
づ
く
り
、
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
在
、
本
町
で
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

で
き
る
施
設
は
、
女
満
別
ド

リ
ー
ム
苑
と
東
藻
琴
福
寿
苑

の
２
事
業
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ

10
床
ず
つ
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
月
に
利
用
調
整
を
す

る
た
め
、
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
早
目
の
申
し
込
み
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

施
設
担
当
者
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
お
お
む
ね
希
望
ど
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

急
遽
の
利
用
希
望
と
な
る
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ベ

ッ
ド
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
利
用
に

あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り

早
く
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
ご
相
談
い
た
だ
く
か
、

施
設
の
担
当
者
に
直
接
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ど

こ
に
連
絡
を
し
て
良
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、
町
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保

健
師
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
側
の
都
合
で
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
理

由
に
は
、
ベ
ッ
ド
に
空
き
が

な
い
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
た
め
の
契
約
等
の
準
備
が

終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
対

象
と
な
る
方
の
介
護
量
が
多

く
、
通
常
の
サ
ー
ビ
ス
体
制

で
は
安
全
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ッ
ド
に
空
き
が
な
い
場
合

に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

通
じ
て
近
隣
の
他
施
設
利
用

を
検
討
す
る
ほ
か
、
そ
の
対

象
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
こ
れ
か
ら
高
齢
者
の

人
口
は
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。
在
宅
で
の

要
介
護
者
が
必
要
と
す
る
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
後

の
体
制
対
応
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
大
空
町
は

現
在
が
ピ
ー
ク
で
、
要
介
護

者
が
増
え
る
後
期
高
齢
人
口

は
２
０
３
０
年
ま
で
増
え
て

い
く
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

在
宅
で
の
要
介
護
者
も
増
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
要
介

護
者
が
急
遽
必
要
が
出
た
と

き
に
、
い
つ
で
も
対
応
で
き

る
ベ
ッ
ド
を
確
保
す
る
場
合
、

施
設
の
ベ
ッ
ド
を
１
床
空
け

て
お
く
こ
と
と
な
り
、
計
画

的
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
し
た
い
人
の
利
用
ベ
ッ
ド

が
１
床
減
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
、
正
直
難

し
い
と
い
う
実
態
で
す
。
ま

ず
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、

事
業
所
等
に
契
約
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
量
が
多
い
対

象
者
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
す
る
際
、
施
設
と
し
て

入
所
さ
れ
る
方
の
安
全
の
た

め
に
人
的
配
置
を
一
時
的
に

厚
く
し
て
、
安
全
を
確
保
し

た
上
で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
、
今
回
の
定
例
会
の
補
正

予
算
で
提
案
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
８
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
間
年
に
あ
り
、
政

策
目
標
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
た
め
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
挙
げ

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

今
回
の
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
体
制
づ
く
り
を

町
長
▼
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

　
　
　
盛
り
込
み
た
い

在宅介護支援について

森賀 祐司 議員

初めての一般質問はとて
も緊張しました。どうし
たら自分の考えをうまく
伝えられるのだろうか？
こんなに文章を考えたの
は久しぶりです。次回は
もう少し上手に出来る様
に頑張ります。

一 般 質 問

い
た
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
令
和
６
年
度
の
第

９
期
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

今
年
度
中
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
、
内
容
に
つ
い
て
十

分
に
検
討
し
、
次
期
計
画
に

盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
福
祉
環
境
の
充
実
強

化
を
今
後
も
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
行

政
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

は
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
大
空
町
で
は
人
口
減
少
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
各
産

業
に
お
け
る
後
継
者
不
足
や

地
域
活
動
を
支
え
る
担
い
手

不
足
、
医
療
や
介
護
へ
の
不

安
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
早

急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
よ
り
遠
隔
で
行
わ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
検
討
な

ど
、
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
有
効
な
手
段
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
の
対
応
と
町

民
を
主
体
と
し
た
自
治
の
実

現
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
築
い

た
仕
組
み
を
時
代
に
合
わ
せ

な
が
ら
確
実
に
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
業
務
効
率
化
、
職

員
の
創
造
性
の
向
上
と
い
っ

た
観
点
で
具
体
的
な
目
標
を

設
定
し
、
組
織
、
業
務
、
シ

ス
テ
ム
改
革
を
統
合
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
財
源
を
含
め

て
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
り

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
る
取
り
組
み
が
１
番
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
よ
り
、
職
員
の
事

務
負
担
軽
減
や
、
行
政
手
続

き
を
紙
か
ら
電
子
化
に
す
る

事
に
よ
る
町
民
の
利
便
性
向

上
に
向
け
て
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
国
が
推
進
す
る
自
治

体
Ｄ
Ｘ
の
意
義
は
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背

景
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
住
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
で
窓
口
に
来
る

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町

民
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
ま

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

一
方
、
紙
媒
体
で
提
示
さ
れ

た
書
類
の
シ
ス
テ
ム
登
録
、

審
査
と
い
っ
た
膨
大
な
作
業

が
大
き
な
事
務
負
担
と
な
っ

て
お
り
、
業
務
効
率
化
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た

時
間
や
労
働
力
、

発
想
力
を
町
民

生
活
に
還
元
で

き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
大
空
町
の
地

域
課
題
解
決
の

た
め
の
ス
マ
ー

ト
自
治
体
は
ど

の
よ
う
な
形
な

の
か
、
現
状
の

問
題
点
を
抽
出

し
、
課
題
を
設

定
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め

に
は
、
長
期
的
か
つ
全
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
手
段
と
し
て

変
革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
新
技
術
の
投
入
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
制
度

や
施
策
、
組
織
の
あ
り
方
な

ど
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
地
球
温
暖
化

や
森
林
資
源
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
取
り
組
む
時
期
に
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
た

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
導
入
を

町
長
▼
持
続
可
能
な
地
域
社
会
維
持

　
　
　
の
た
め
検
討
し
て
い
く

デジタル化の推進について

川村 　淳 議員

先日 2022 年の出生数
は81万人との発表があ
りました。我々の世代で
200万人。
2040 年の労働人口は
確実に減少し、対策とし
てスマート自治体は将来
への投資です。

一口
　メモ 自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ

ン）とは…
「行政分野において、デジタル技術で組織や業務

をより良い方向に変化させること」を意味します。
ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）とは…
「人が行なう定型的なパソコン操作をソフトウェアのロ
ボットが代替して自動化するもの」です。

一口
　メモ ショートステイとは…

　在宅介護中の高齢者の心身の状況や病状に合わ

せて、介護する方の介護負担軽減や一時的に介護ができな

い場合の介護をする目的で、短期間施設に入所し、日常生

活全般の介護を受けることができるサービスのことです。

　今後、日本が本格的な人口減少と高齢化を迎え
る中、住民の暮らしと地域経済を守るためには、
自治体が行政上の諸問題に的確に対応し、持続可
能な形で、質の高い行政サービスを提供する必要
があり、総務大臣主催の自治体戦略 2040 構想研

究会では、早急に取り組むべき対応
策を検討しています。
←　総務省自治体戦略 2040構想研究会
　　第一次報告（概要）

自治体ＤＸによるペーパーレス化を図る取り組みが必要
（議員に配付される資料だけでも１年間でこの量となる）
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
に
埋
立
容
量
３
万

４
，
９
０
０
㎥
で
供
用
を
開

始
し
、
今
年
で
18
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
現
在
の
埋
め
立
て
可
能
残

余
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
今
年
４
月
の
測
量
結

果
に
お
い
て
８
，
１

５
１
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
木
材
破
砕
機
、

令
和
３
年
に
粗
大
ご
み
な
ど

破
砕
で
き
る
廃
棄
物
切
断
機

を
導
入
し
、
埋
め
立
て
ご
み

を
可
能
な
限
り
破
砕
す
る
な

ど
の
対
策
と
町
民
皆
様
の
分

別
へ
の
協
力
も
あ
り
減
容
化

が
図
ら
れ
、
埋
立
地
が
満
杯

に
な
る
ま
で
10
年
ほ
ど
見
込

め
る
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。問

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
、
一
般
廃
棄
物
焼

却
処
理
施
設
は
、
老
朽
化
し

て
き
て
い
る
が
、
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
は
、
23
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
焼
却
処
理
施

設
は
、
計
画
的
な
修
繕
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
計
器
類
の

老
朽
化
や
交
換
部
品
が
製
造

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り

修
繕
費
用
が
増
加
し
て
き
て

お
り
、
施
設
の
維
持
管
理
費

用
が
膨
大
に
係
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
次
期
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
中
間

処
理
施
設
で
あ
る
焼
却
処
理

施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
交
付
金
制
度
を
活

用
す
る
た
め
に
は
広
域
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
、
網
走
市
、
斜
里
町
、

小
清
水
町
、
美
幌
町
の
１
市

４
町
で
の
広
域
に
よ
る
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
大
空
町
は
平
成
17
年

に
ご
み
袋
の
有
料
化

を
導
入
し
た
が
、
令
和
２
年

に
大
空
町
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
を
設
置
し
、
審
議

会
の
答
申
を
受
け
て
手
数
料

の
見
直
し
に
今
回
着
手
を
し

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
人
口
減
少
や
廃
棄
物

の
減
量
化
、
再
資
源

化
推
進
の
た
め
の
処
理
方
法

の
見
直
し
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
大

に
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
経
費

が
高
額
と
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
適
正
な
料
金
へ
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
、
令
和

２
年
10
月
に
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
を
設
置
し
て
、

審
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

住
民

課
長

　
　
　
町
の
ご
み
の
現

状
と
課
題
を
説

明
、
見
直
し
に
つ
い
て

審
議
を
繰
り
返
し
、
12

月
に
町
長
に
対
し
答
申

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
処
理
場
の
広
域

化
は
、
何
か
あ

っ
た
場
合
整
備
す
る
と

し
て
も
年
数
が
か
か
る
。

も
う
少
し
道
筋
が
見
え
て
こ

な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
焼
却
処
理
施
設
に
つ
い
て

も
、
議
会
や
住
民
の
方
は
、

新
聞
か
ら
情
報
を
得
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
広
域
に
よ
る
処
理
の

検
討
を
優
先
し
て
い

く
と
い
う
説
明
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
単
独
で
の
整
備

と
い
う
こ
と
も
含
め
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
一
般
廃

棄
物
焼
却
処
理
施
設
に
連
動

し
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
検
討
を
重
ね
ま
す
。

　
ま
た
、
焼
却
処
理
施
設
の

広
域
の
状
況
は
、
情
報
だ
け

慎
重
に
広
域
処
理
を

進
め
て
欲
し
い

町
長
▼
住
民
が
不
安
に
な
ら
な
い

　
　
　
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い

今後のごみ処理の
取り組みについて

上地 史隆 議員

何回しても質問は難しい
ですね・・・ですが、任
期中は可能な限り一般質
問したいと思いますの
で、皆様にはこれからも
ご指導いただきますよう
お願い申し上げます。

を
見
れ
ば
不
安
に
な
る
こ
と

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
も
担
当
者
レ
ベ
ル
の

会
議
を
行
っ
て
お
り
、
１
市

４
町
に
よ
り
予
定
ど
お
り
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
発
信
可
能
な
情
報

等
が
あ
れ
ば
、
適
宜
、
議
会

に
報
告
し
、
町
民
に
対
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
て
周
知
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
ご
み
処
理
手
数
料
の

見
直
し
に
つ
い
て
１

番
心
配
し
て
い
る
の
が
お
む

つ
類
で
あ
り
、
在
宅
介
護
を

さ
れ
て
い
る
方
や
年
金
暮
ら

し
の
方
は
、
値
段
が
上
が
る

と
大
変
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
方

に
対
す
る
軽
減
策
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
在
宅
で
の
介
護
が
必

要
な
高
齢
の
方
や
障

害
の
あ
る
方
で
紙
お
む
つ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

現
在
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、

経
済
的
負
担
軽
減
の
必
要
性

が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

手
数
料
の
改
定
期
日
で
あ
る

令
和
４
年
10
月
１
日
に
間
に

合
う
よ
う
に
取
り
組
み
の
準

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

広域での整備を検討している焼却処理施設

問
　
　
　
全
国
的
に
少
子
化
に

よ
り
武
道
を
習
う
子

ど
も
た
ち
が
減
っ
て
い
る
。

武
道
は
武
技
、
武
術
か
ら
発

生
し
た
我
が
国
固
有
の
文
化

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
通
し
て
、
武
道
の

伝
統
的
な
考
え
方
を
理
解
し
、

相
手
を
尊
重
し
た
り
、
礼
節

を
学
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

文
部
科
学
省
の
中
学
校
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
中

学
校
保
健
体
育
に
お
い
て
武

道
を
必
修
化
し
て
い
る
が
、

大
空
町
の
取
り
組
み
の
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
併
せ
て
町
内
に
あ
る

団
体
等
の
活
動
に
つ
い
て
も

伺
う
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
加
盟
団
体

は
10
団
体
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

武
道
の
団
体
は
、
柔
道
少
年

団
が
２
団
体
、
相
撲
及
び
空

手
少
年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
１
団

体
の
合
計
４
団
体
あ
り
ま
す
。

３
月
ま
で
は
、
こ
の
４
団
体

の
ほ
か
に
、
女
満
別
地
区
に

お
い
て
剣
道
少
年
団
が
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
団
員
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

残
念
な
が
ら
脱
退
し
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動

状
況
は
、
女
満
別
地
区
の
柔

道
少
年
団
は
会
員
登
録
数
５

名
と
指
導
者
登
録
者
数
３
名

で
、
女
満
別
武
道
館
に
お
い

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
東
藻

琴
地
区
の
柔
道
少
年
団
は
会

員
登
録
者
数
８
名
と
指
導
者

登
録
者
数
６
名
で
、
東
藻
琴

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
武

道
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

相
撲
少
年
団
は
会
員
登
録
者

数
16
名
と
指
導
者
登
録
者
数

２
名
で
、
東
藻
琴
相
撲
場
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
空
手
少

年
団
は
、
会
員
登
録
者
数
18

名
と
指
導
者
登
録
者
数
２
名

で
、
大
空
高
等
学
校
女
満
別

校
舎
の
格
技
場
、
学
校
開
放

事
業
の
位
置
づ
け
で
施
設
を

開
放
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
女
満
別
中
学
校
で

は
外
部
講
師
の
女
満
別
柔
道

協
会
が
柔
道
を
、
東
藻
琴
中

学
校
で
は
体
育
教
師
が
相
撲

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
高
等
学
校
女
満

別
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
、
現
在
一
部
の

施
設
に
お
い
て
、
地
域
開
放

事
業
の
一
環
と
し
て
空
手
や

剣
道
等
の
団
体
等
が
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
整
備
な

ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

武道の振興について
武道を習う子どもや指導者が減っているが
教育長▶まずは指導者の発掘や育成などに取り組みたい

教
育
長

　
　
　
現
在
、
大
空
高
等
学

校
女
満
別
校
舎
の
柔

剣
道
場
は
、
空
手
道
協
会
及

び
剣
道
連
盟
が
学
校
開
放
事

業
に
よ
っ
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
関
し
て
は
、

社
会
教
育
及
び
地
域
活
動
の

推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
教

育
委
員
会
が
所
管
す
る
学
校

施
設
を
公
正
に
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
、
規
則
に
基
づ
い

て
広
く
利
用
促
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
一
方

で
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
活
動
が
優
先
さ
れ
、
学

校
施
設
の
保
全
に
反
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
利
用
者
の

皆
様
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
な
校
舎
の
利
用
方
法
も
含

め
、
用
途
に
即
し
た
敷
地
の

使
い
方
を
検
討
す
る
必
要
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
徒
が
教
育
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
安
全
な
教
育

環
境
を
保
障
す
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
昔
は
有
段
者
の
教
員

が
い
て
、
地
域
活
動

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
武
道
の
少
年
団
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
方
が
い
た
。

　
是
非
、
有
段
者
の
先
生
が

い
た
ら
紹
介
い
た
だ
け
な
い

か
。
稽
古
を
通
じ
て
地
域
の

課
題
も
語
り
合
う
機
会
な
ど

に
も
参
加
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
。

教
育
長

　
　
　
現
在
、
生
涯
学
習
課

で
は
、
大
空
町
団
体

サ
ー
ク
ル
一
覧
の
整
備
を
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
生

涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
う
指
導
者
登
録
制
度
の
整

備
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
指
導
者
の
登
録

を
呼
び
か
け
、
地
域
住
民
へ

の
積
極
的
な
指
導
や
交
流
の

展
開
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
ど
こ
の
団
体
に
も

所
属
し
な
い
武
道
の
経
験
者

は
潜
在
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
愛
好
者
を
発
掘
し

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
促

進
及
び
健
康
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
教
育
委
員
会
と
し
て

武
道
の
振
興
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

学校開放事業で利用されている女満別キャンパスの柔剣道場
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
急
速
な
円
安
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
農
業

用
生
産
資
材
の
高
騰
、
家
畜

飼
料
の
値
上
が
り
な
ど
を
含

め
、
農
業
経
営
に
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。
農
林
水
産
省
な
ど

が
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る

が
、
農
業
関
係
者
の
不
安
は

つ
の
る
ば
か
り
だ
と
思
う
。

町
の
対
応
は
国
の
方
針
が
固

ま
っ
て
か
ら
に
な
る
と
思
う

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
情
報

収
集
し
、
農
協
等
と
連
携
を

し
な
が
ら
、
そ
の
対
策
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
り
、
町
と
し

て
ど
う
応
援
で
き
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
農
業
生
産
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
防
除
用

水
施
設
の
町
内
の
現
況
と
未

整
備
地
区
へ
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
生
産
コ
ス
ト
高
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、

世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加

に
加
え
、
円
安
や
輸
送
費
の

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
燃
料
、

穀
物
、
肥
料
、
飼
料
等
の
価

格
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
ホ
ク

レ
ン
は
、
６
月
か
ら
来
年
５

月
の
化
学
肥
料
価
格
を
リ
ン

酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
や
塩
化
カ

リ
ウ
ム
等
の
主
要
11
品
目
の

平
均
で
過
去
最
大
の
、
前
年

度
比
78
．
５
％
の
値
上
げ
を

し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
日

本
は
肥
料
原
料
の
ほ
ぼ
全
量

を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
価

格
は
世
界
的
な
穀
物
需
要
の

増
加
や
中
国
に
よ
る
肥
料
の

輸
出
規
制
を
受
け
て
上
昇
し

て
お
り
、
ま
た
円
安
の
影
響

も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
、
閣
議
決
定
さ
れ
た

政
府
に
お
け
る
骨
太
の
方
針

で
は
、
農
産
品
生
産
コ
ス
ト

の
１
割
削
減
を
目
指
し
、
肥

料
高
騰
へ
の
新
し
い
支
援
金

を
創
設
す
る
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省

で
は
肥
料
高
騰
を
受
け
た
農

家
支
援
策
と
し
て
、
燃
料
や

配
合
飼
料
の
高
騰
分
を
補
填

す
る
現
行
の
枠
組
み
に
肥
料

を
追
加
す
る
案
や
、
激
減
緩

和
措
置
と
し
て
農
家
に
直
接

補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
や
北
海
道
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
と
連
携
を
密
に
し
、
町
と

し
て
農
家
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
考

え
ま
す
。

　
農
業
用
防
除
用
水
施
設
の

現
状
と
未
整
備
地
域
へ
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
道

営
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

畑
地
か
ん
が
い
区
域
内
、
女

満
別
地
区
で
、
中
央
、
大
東
、

大
成
、
巴
沢
の
１
０
２
戸
が

畑
地
か
ん
が
い
用
水
を
防
除

用
水
と
し
て
使
用
。
団
体
営

事
業
で
整
備
さ
れ
た
湖
南
、

昭
和
地
域
の
19
戸
が
営
農
飲

雑
用
水
を
防
除
用
水
と
し
て

使
用
。
道
営
事
業
、
団
体
営

事
業
で
整
備
さ
れ
た
給
水
栓

以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
空
町
が
管
理
。
女
満
別
住

吉
地
域
で
は
、
国
営
事
業
で

整
備
し
た
防
除
用
水
施
設
を

使
用
。
大
空
町
で
把
握
し
て

い
る
補
助
事
業
等
以
外
の
防

除
用
水
の
利
用
状
況
は
、
水

田
用
水
と
し
て
水
利
権
を
取

得
し
て
い
る
女
満
別
本
郷
、

住
吉
、
豊
里
地
域
は
用
水
路

も
し
く
は
用
水
を
吐
い
た
排

水
路
か
ら
取
水
し
て
、
防
除

用
水
と
し
て
利
用
。
用
水
路

の
管
理
は
網
走
川
土
地
改
良

区
、
排
水
路
の
管
理
は
大
空

農
業
用
資
材
の
高
騰
へ
の
対
応

と
防
除
用
水
の
確
保
は

町
長
▼
関
係
機
関
の
動
向
を
注
視
し
な

　
　
　
が
ら
支
援
、
確
保
に
努
め
る

農業振興策について

三條 幸夫 議員

時を重ねると、「今まで見
えていなかった物事が見
えてくる」と、自分に言い
聞かせ、２期目の議員の
仕事にしっかりと取り組
ませていただきます。
町民皆様からのご意見を
お待ちしています。

町
、
網
走
川
土
地
改
良
区
が

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女

満
別
朝
日
地
域
に
つ
き
ま
し

て
は
２
戸
が
東
部
高
台
地
区

簡
易
水
道
水
を
防
除
用
水
と

し
て
使
用
。
東
藻
琴
大
進
地

域
は
普
通
河
川
か
ら
取
水
し
、

防
除
用
水
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
農
業
用
防
除
用
水
施
設
が

整
備
さ
れ
な
い
地
域
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
農
業

用
防
除
用
水
施
設
は
通
常
水

田
は
畑
地
か
ん
が
い
の
用
水

路
整
備
の
附
帯
設
備
と
し
て

整
備
し
て
い
る
も
の
で
、
用

水
路
等
を
整
備
せ
ず
、
農
業

用
防
除
用
水
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
採

択
要
件
が
厳
し
く
、
古
梅
ダ

ム
、
緑
ダ
ム
の
余
剰
水
に
よ

り
畑
地
か
ん
が
い
未
整
備
区

域
の
整
備
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
整
備
と
併
せ
て
、
農
業

用
防
除
用
水
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
満
別
本
郷
、
住

吉
、
豊
里
地
域
に
つ
い
て
は
、

水
田
用
水
を
利
用
し
た
防
除

用
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

網
走
川
土
地
改
良
区
と
協
議

し
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

家畜の飼料等も価格の高騰が懸念されている

問
　
　
　
農
業
が
主
な
産
業
の

大
空
町
に
と
っ
て
、

農
業
生
産
資
材
の
高
騰
は
農

業
経
営
者
の
ほ
か
、
町
の
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
国
の

動
向
を
早
め
に
把
握
し
、
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。

　
防
除
用
水
の
確
保
は
、
い

ろ
い
ろ
制
約
も
あ
る
中
で
難

し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

　
補
助
事
業
で
対
応
で
き
る

こ
と
は
早
目
に
対
応
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
例
え
ば
、
現

在
の
畑
か
ん
区
域
内
で
利
用

す
る
事
が
可
能
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
農
業
資
材
の
高
騰
に

伴
う
農
家
へ
の
支
援

は
、
物
価
高
騰
分
と
し
て
国

か
ら
の
交
付
金
も
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の

物
価
高
騰
分
に
対

す
る
支
援
と
、
町

と
し
て
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
を

支
援
す
る
こ
と
が

何
か
で
き
な
い
か

考
え
て
い
ま
す
。

　
畑
か
ん
の
水
は

開
発
局
の
調
査
で
、

地
域
の
営
農
の
変

化
に
伴
っ
て
古
梅

ダ
ム
の
用
水
に
余

力
が
あ
り
、
お
お
む
ね
５
４

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
利
権
を

新
た
に
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
余
剰
水
を
活
用
し
て
、

道
営
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
畑
地
か
ん
が
い
区
域
の
沿

線
の
朝
日
、
巴
沢
の
一
部
、

日
進
、
開
陽
地
域
の
早
期
事

業
化
に
向
け
て
、
北
海
道
開

発
局
、
北
海
道
に
要
請
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　
も
う
一
つ
の
緑
ダ
ム
、
こ

ち
ら
の
用
水
の
供
給
は
、
緑

ダ
ム
の
水
利
権
取
得
可
能
面

積
に
対
し
て
は
、
網
走
市
、

斜
里
町
、
清
里
町
、
小
清
水

町
の
整
備
が
な
さ
れ
、
東
藻

琴
地
域
へ
の
配
水
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
北
海
道
開
発
局
に

対
し
て
要
請
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

干ばつ等で大きな役割を担っている古梅ダム

問
　
　
　
子
ど
も
の
通
学
路
は

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

草
木
が
繁
茂
す
る
な
ど
し
て

い
る
箇
所
は
な
い
か
、
今
後

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
安

全
の
確
認
な
ど
、
子
ど
も
を

持
つ
親
に
と
っ
て
通
学
の
安

全
性
は
常
に
気
に
な
る
一
つ

だ
と
思
う
。

　
不
審
者
の
犯
罪
は
子
ど
も

た
ち
が
通
る
通
学
路
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
夏
に
向
け
て
草
木
が
生
い

茂
り
、
見
え
な
い
範
囲
が
増

え
て
く
る
。
交
通
安
全
対
策

と
併
せ
て
、
通
学
路
の
死
角

と
な
る
箇
所
の
把
握
と
対
策
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
、
不
審
者
対
策
を
し
っ
か

り
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長

　
　
　
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
歩
道

整
備
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
回

転
灯
、
街
路
灯
の
設
置
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
沿
道
の
死
角
と
な

り
そ
う
な
樹
木
等
に
つ
い
て

は
、
他
課
と
連
携
を
し
な
が

ら
定
期
的
に
点
検
し
、
通
学

路
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
に
女
満
別
小
学
校

前
の
通
学
路
に
１
台
設
置
し
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

抑
止
効
果
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
不
審
者
巡

視
と
併
せ
て
、
通
学
路
の
防

犯
対
策
の
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
大
空
町
交
通
安

全
防
犯
推
進
委
員
会
と
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
犯
罪
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
発
生
す
る
も
の
と
肝
に

命
じ
る
と
と
も
に
、
油
断
す

る
こ
と
な
く
、
日
ご
ろ
の
安

全
対
策
、
防
犯
対
策
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
通
学
路
の
安
全
確
保

は
、
教
育
委
員
会
だ

け
で
は
解
決
さ
れ
な
い
課
題

で
も
あ
る
と
思
う
が
、
教
育

通学路の安全確保について
通学路の死角カ所の把握と安全対策は
教育長▶子どもたちの安心・安全な環境の保障に努める

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
請
し

た
い
。

教
育
長

　
　
　
青
少
年
健
全
育
成
指

導
員
に
は
、
町
内
の

危
険
箇
所
を
調
査
把
握
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
の
登
録
箇
所
を
掲

載
し
た
防
犯
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
注
意

喚
起
や
犯
罪
抑
止
の
取
り
組

み
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
今
後
も
町
内
各
関
係
団

体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

一
層
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
、
安
心
な
環
境
を
保
障

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。女満別小学校前の通学路に設置している

防犯カメラ
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我が町政を問う

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

9月定例会は、

9月13日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

一 般 質 問
北海道町村議会議員研修会に参加しました

　７月６日、札幌コンベンションセンターで北海道町村議会議員研修会が開催されました。
　政治ジャーナリストの 泉  宏 氏による「参院選最終情勢分析と選挙後の政局展望」を演目とした講演
があり、議員全員が参加し、受講しました。

視察調査を実施しました
　今後５年間コメを作らない転作畑は「水田活用の直接支払い交付金」の対象外とする農林水産省の方針
を受け、稲作と畑作のローテーションを組み復田に取り組んでいる剣淵町の農家を訪問しました。
　昨年はバレイショを育てた110アールの乾いた田に種もみを直接まく乾田直播用品種の「えみまる」を
作付けし、畑作用機械を活用して復田しているということで、水田用機械を導入する初期投資をせずに取
り組める点は、とても参考になりました。

農林水産省が方針を出した「水田活用の直接支払い交付金の厳格化」とは
　消費が落ち込む主食用米から麦や大豆等の他作物への転作を促すために生産農家に支払われている「水
田活用の直接支払い交付金」について、農林水産省は、今後５年間、水張り（水稲の作付け）を一度も行
わない農地を対象から除外する方針を示しました。
　大空町では大豆や小麦などへの転作が進み、令和３年度は116戸に年額４億3,000万円が交付されており、
厳格化が実施された場合は影響が大きく、廃業を検討する農業者も出る可能性があると考えられています。

問
　
　
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
大
空
町
で
は
、
住
民

票
、
戸
籍
及
び
印
鑑

証
明
証
等
の
発
行
に
関
す
る

窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
女
満
別
地

区
で
３
人
、
東
藻
琴
地
区
は

２
人
の
職
員
が
業
務
に
あ
た

り
、
令
和
３
年
度
は
女
満
別

地
区
で
５
，
４
６
３
件
、
東

藻
琴
地
区
で
２
，
４
４
４
件

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
転
入
、
転
出
、
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
等
の
届
け
出
な

ど
、
町
民
皆
様
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
届
け
出
を
受
け
付

け
し
、
住
民
基
本
台
帳
の
管

理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
届
け
出
に
付
随
し
て
、

健
康
保
険
や
年
金
、
各
種
手

当
、
各
種
税
の
手
続
き
な
ど

が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、

担
当
課
の
窓
口
を
ご
案
内
す

る
、
も
し
く
は
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
を
呼
び
、
説
明
や

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
住
民
票

や
戸
籍
の
手
続
き
だ
け
で
は

な
く
、
町
営
住
宅
や
上
下
水

道
担
当
へ
ご
案
内
し
、
も
れ

な
く
、
そ
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
で
は
、
役
場

庁
舎
の
大
規
模
改
修

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ

ー
ド
面
の
み
で
は
な
く
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

て
ソ
フ
ト
面
も
充
実
さ
せ
て

い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え

る
。

　
北
見
市
の
窓
口
支
援
シ
ス

テ
ム
及
び
書
か
な
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺

う
。

町
長

　
　
　
北
見
市
の
窓
口
支
援

シ
ス
テ
ム
、
書
か
な

い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
化
に

つ
い
て
は
、
来
庁
さ
れ
る
方

の
利
便
性
の
向
上
や
窓
口
業

務
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
参
考
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
第
４
次
大

空
町
行
政
改
革
推
進
計
画
に

位
置
づ
け
た
窓
口
事
務
改
善

の
項
目
は
、
北
見
市
の
取
り

組
み
を
参
考
と
し
て
、
導
入

で
き
る
の
か
ど
う
か
、
先
進

事
例
と
し
て
視
察
し
検
討
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で

す
。

　
大
空
町
に
お
い
て
導
入
す

る
に
は
、
現
状
の
課
題
を
洗

い
出
し
、
北
見
市
の
事
例
も

参
考
と
し
つ
つ
、
大
空
町
な

ら
で
は
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
現
在

運
用
し
て
い
る
各
業
務
の
シ

ス
テ
ム
と
の
整
合
、
将
来
の

活
用
方
法
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
り
、
併
せ
て
導
入
コ
ス

ト
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

に
つ
い
て
効
果
に
見
合
っ
た

経
費
と
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
係
る
財
源
を
確
保
す
る
観

点
で
は
、
国
の
交
付
金
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
北
見
市
の
取
り
組
み
は
、

近
く
に
あ
る
優
れ
た
事
例
と

捉
え
て
お
り
、
大
空
町
に
合

っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の

仕
組
み
の
構
築
に
向
け
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
第
一

に
考
え
、
第
４
次
大
空
町
行

政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
に
調
査
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

町
長
▼
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
新
た
な
行
政

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
す
る

行政サービス
「書かない窓口」について

後藤 　忍 議員

大空町では、町民を主体
とした行政運営を行うた
めに「第４
次 大 空 町
行 政 改 革
推進計画」
を 策 定 し
ています。

窓口支援システムを利用した北見市役所の応対風景

一口
　メモ

書かない窓口とは、住民の方々が窓口で申
請を書く手間をなくし、複数の手続きが一

度で済むワンストップサービスです。
　北見市で行われている「窓口支援システム」およ
び「書かないワンストップ窓口」は、現在、国や他
自治体の注目を集めています。
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～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
まちの将来を見据えて 議会でチェック！

しょうしょう らいらい みみ すす
　７月25日に産業建設文教常任委員会、
８月４日に総務厚生常任委員会が、それぞ
れ所管する事務の中から今チェックする
べき施設等を調査しました。その内容につ
いて、主なものをお知らせいたします。Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会で所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

①公営住宅の居室修繕状況について〔東陽団地、つつじ団地〕
・東陽団地は、クロス、床の修繕等が行われているが、台所、脱衣室、
風呂、ふすまなどで改善の余地があることを確認した。

・つつじ団地は、入居希望者に満足していただける内装工事が行われ
ているが、草刈り等周辺環境への配慮が必要であることを確認した。

②ゴミ関連施設の管理運営状況について〔リサイクルセンター、一般廃
棄物最終処分場、一般廃棄物焼却処理施設〕
・リサイクルセンターでの分類後に「ごみ」となる量は、１週間で玉
ねぎコンテナ１５基程度あるとの説明を受けた。さらなる分別の徹
底のため、見学会の開催などによる住民ＰＲが必要だと確認した。

・最終処分場は住民皆さんの協力で延命が図られ、今後８年程度維持
することが可能との説明を受けた。新たな処分場建設は国の動向、
他市町村の事例を参考に、焼却施設と並行して進めることが必要と
思われ、委員会として注視していく必要があることを確認した。

・現在、広域での焼却施設が検討されているが、当面は既存施設を維
持するため、委員会としても逐次確認が必要であることを確認した。

③コロナ禍での診療状況について〔東藻琴歯科診療所、東藻琴診療所〕
・コロナ禍における歯科診療の影響等について、医師と懇談を行った。
地域に取って欠かすことのできない診療所であり、地域医療を確保
する観点から、今後も注視していく必要があると思われる。

・東藻琴の地域医療は、診療所の医師１人が支えてくれており、医療
機器の導入支援は当然、スタッフの確保に苦労されることがないよ
う注視していくことが必要であることを確認した。

④施設運営状況について〔東藻琴地域振興施設〕
・事業損益ではコロナ禍前に戻りつつあり、順調に推移していること
を確認した。冬期間等、利用が低迷する時期があり、施設の稼働率
を高めるための工夫が必要であることを確認した。

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

①施設状況と運営について〔オホーツクビーンズファクトリー〕
・豆類の作付面積がここ数年で急増し、増加する生産量に対し必要な
調整・保管能力のある施設整備が急務となり、既存施設の増強およ
び増設することについて説明を受けた。
・施設はフードセキュリティ対策を取り入れた最新のもので、高級菜
豆類は手選別で最終処理されている。手選別の人員１７名のうち２
名は障がい者福祉施設「ちあふる」から派遣されており、農福連携
に取り組んでいることが確認できた。

②管理運営について〔女満別給食センター〕
・昨年故障した吸気ファン用インバーターは、調理施設から排気され
る湿気による結露が外調機内部に侵入し、吸気インバーターの基盤
がショートして焼き付いたことによるものと説明を受けた。

③施設状況について〔東藻琴第１水源、高区配水池〕
・東藻琴第１水源の水質は、非常に良好な水質であることの説明を受
けた。今年は常に水量がオーバーフローし、充分な量が確保されて
いることを確認した。
・東藻琴高区配水池では第１水源からの原水を滅菌処理し、中区、福
富、東洋配水池へ浄水を送水していることの説明を受けた。

④施設状況および設備について〔古梅ダム〕
・防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策により、ダム諸量
処理設備、テレメーター観測設備、提体観測装置が更新され、日々
のダム施設運営がされていることを確認した。

⑤緊急浚渫推進事業について〔普通河川女満別川〕
・令和３年度に浚渫が行われた区間と令和４年度に行われる予定の区
間を比較したが、その差は歴然としており、今後の異常気象による
大雨などの排水処理には大変重要な事業であることが確認できた。

フードセキュリティ対策対応の手選別室

調理施設系統の外調機を確認

良好な水質、十分な水量が確保できる第１水源

修繕が実施された東陽団地

❶

❷

❸

❹

❶

❷

❸

❹

延命が図られている最終処分場

コロナ禍での診療状況について懇談

黒字経営で推移している地域振興施設更新した情報監視装置を確認

大泉委員 岩原副委員長三條委員長鈴木委員 原本議長 上地委員福田委員齋藤委員後藤委員長 森賀委員川村副委員長松岡委員 原本議長

産業建設文教常任委員会産業建設文教常任委員会
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Voice声町民の

営業品目
・建築資材の販売　・杭工事　　・内外装仕上工事
・地盤改良工事　　・家具工事　・防水工事
・厨房設備工事　　・断熱工事

ハウス・デポ「フラット35」取扱店
住宅完成保証「ハートシステム」取扱店

通気断熱WB工法特約店

〒099-2310
網走郡大空町女満別本通4丁目1番7号
TEL 0152-74-4012  FAX 0152-74-2004

代表取締役　村　田　龍　哉

　今年４月に町長、町議会議員選挙がおこなわれ、松
川新町政がスタートして約３ヶ月が経ちましたね。町議
会も一新された大空町の新たな船出に町民の一人として、
大いに期待しています。
　今、世の中は新型コロナウイルスの収束が見えず、ロ
シアのウクライナへの軍事侵攻の影響で燃油高騰、多品
目に渡る物価上昇で、出口の見えない不安の中にあり
ます。この状況を何とか切り抜けていくためにも、行政、

町議会と農協、建設業、商工会などの民間が互いに協
力していかなければならないと思い、私も微力ながら協
力できればと考えております。
　大変厳しい時代ですが、これから10年、20年先の大
空町が今よりも住みやすい街になっているように、松川
新町長、原本新議長をはじめ、町議会議員の皆さんよ
ろしくお願いします。

髙
たか

　橋
はし

　　　肇
はじめ

 さん
（ＪＡめまんべつ専務理事）

松川新町政に

女満別町立湖南小学校女満別町立湖南小学校

なつかしの校舎

　大正９年に女満別小学校所属湖南特別教授場として設置さ
れ、昭和27年に湖南小学校として独立しましたが、交通機関
の発達により生徒数が減少し、昭和39年に女満別小学校に統
合されました。

期待しています

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

議会だより「おおぞら」
  第65号

発行／大空町議会
編集／議会広報常任委員会
印刷／株式会社須田製版

住所／〒099-2392　北海道網走郡大空町女満別西3条4丁目1番1号
ＴＥＬ（０１５２）７４－２１１１　ＦＡＸ（０１５２）７４－２１９１

ホームページ　http://www.town.ozora.hokkaido.jp

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。

議　
　
長　
原
本
哲
己（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
鈴
木
秀
之

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
森
賀
祐
司

委　
　
員　
福
田
淳
一

委　
　
員　
大
泉
知
功

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
大
河
ド
ラ
マ
を
見
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

　
現
在
は
、
三
谷
幸
喜
さ
ん
が
脚
本
し
た

鎌
倉
殿
の
13
人
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
を
舞
台
に
、
歴

史
書
「
吾
妻
鏡
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
源
平

合
戦
と
鎌
倉
幕
府
が
誕
生
す
る
過
程
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
権
力
の
座
を
巡
る
駆
け
引

き
を
、
そ
の
勝
利
者
、
北
条
義
時
を
主
人

公
と
し
て
展
開
す
る
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
描
写
と
と
も
に
、

徹
底
し
て
無
情
で
陰
惨
な
粛
清
劇
が
描
か

れ
る
作
品
で
す
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
も

同
じ
よ
う
に
皆
様
が
手
に
取
っ
て
、
次
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
期
待
さ
せ

る
編
集
が
広
報
委
員
会
で
出
来
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

�

（
上
地
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た


